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村川淳一

初めてのヴァイオリンリサイタル

昨日、東京文化会館 小ホールで開催された

植村理葉（うえむらりよう）さんのヴァイオリンリサ

イタル（独奏会）に、初めて伺いました。彼女は、

八木さん（西高同期生、摂南大学学長）のお姉

さんの娘さんだそうです。

風雨が激しく、私の壊れかけていた折りたたみ

傘は、完全に壊れてしまいました。写真右は、JR

上野駅前の様子です。ガイジンたちはタフで、傘

もなく、T シャツ 1 枚で悠々と歩いている人も・・・。

14：00 開演で、13：30 受付開始とのことで、

時刻になったので、列に並びました。「ヤヤッ！」八木さんが前に並んでいます。楽屋入口から入っ

たものと思っていましたので、意外でした。

列が進んでいくうちに、皆さん、入場券を持っておられる方ばかりだと分かり、誰も並んでいない

当日券窓口で 4,500 円のチケットを求めました。写真下はプログラムの表紙です。

八木さんの話によると、お姉さんも旦那さんも音楽大学の先生で、理葉さんは 3 歳ころから音楽に

目覚めたそうです。この道に入られて 20 年だそうですが、いつから数えて 20 年なのかな？

「小ホール」といいながら、600 名も収容できます。それも、ほとんど空席がありません。「理葉さん

って、メジャーなんだ！」と、失礼ながら驚きました。目の不自由な方が 2 名、金川さんと私が坐った

席の前を通られました。私の後ろには八木さんが

坐りました。

お二人の経歴（次頁）を拝見して、感心し

ました。理葉さんは小学生ヴァイオリンの部で

優勝され、桐朋学園女子高等学校音楽科を

御卒業後、文化庁の派遣研修員としてケルン

音楽大学に入学、同大学を最優秀成績で卒業

され、ローム音楽財団の助成を受けて、ローザ

ンヌ音楽院に入られ、同音楽院を首席で卒業

されています。

その他、数々の賞を受けられ、現在はベルリン

に住まわれ、ソリストとして御活躍中のようです。

岡田さんは、理葉さんと同じ桐朋学園の大学

在学中に、第 48 回日本音楽コンク－ルで優勝

され、同大学を首席で卒業されました。

その後、第 28 回マリア・カナルス国際コンクー

ル、第 2 回日本国際音楽コンクールピアノ部門、

第 2 回プレトリア国際コンクールで、いずれも優勝

されており、その後も優勝を重ねられています。

現在は、桐朋学園大学院の教授だそうです。
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お二人の経歴をプログラムからコピーさせていただきました。
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プログラムは、以下のとおりです。素養のある方なら、難しい曲であることが、お分かりになると思

います。順に、1875 年、1943 年、1951 年、1917 年の作曲だそうです。

アンコールの拍手のあと、短い 3 曲の演奏がありました。

2 曲目が終わったあとに 20 分間の休憩があり、はなぶさママさんとコーヒーを飲みながら、久し振

りにお話をしました。近藤さんは、同じ列の離れた席で、美人の女性と話をしています（はなぶさママ

さんの方が若いし綺麗です）。「彼女」かなと思い、邪魔をしてはいけないので近付きませんでした。

全てが終わって、サインをいただくために並んでいるときに、吉川さんに聞きましたら、「お前、知らな

いのか！同期で南高出身の歌手だよ！」と言われました。そういえば、確かにオーラがありました。

演奏が終わったあと、ロビーで誰かが来ないかなと待ちました。そのうち、阪本さんとは、初対面の

ような気がしますが、彼は私のことをよく掌握してくれていました。また、民間会社に在りながら、イラ

クのクウェート侵攻を自らの情報から予測されるなど素晴らしい功績を上げられたことを知りました。

初めてのヴァイオリンリサイタル（それも超メジャー）に接し、このような機会に恵まれたことに感謝

する次第です。

（終わり）


